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二成ーギニア 產を雖目な 
高 島 奢 錐 

お國法人山階鳥類硏究巧 
I 緖 音 

本稿は衆京科擧祿物飽2603年西ニュ-ギニァ擧術調叠報吿、鑛1報として巧四 

巧の局報吿、第2報「ニュ~^ギニァ產無翅亞綱昆蟲 J と共に東京科擧傅物鶴硏 
究報蒂第18號として昭和巧年10巧の發巧日附をなて上梓されることじなら、旣 
じ校了じな.つて最後の本刷にか、るところで印刷所の罹災じより饒失しす:〇誠 
じ殘念であるが吐ホがない 0 終戰後の國巧事情は舊の形の儘での把瓶を困難な 
らしめてゐる〇予の「泉亞城域じがけぶを蜗目 J はをれがが廊 J される前に當然 
本稿が上梓されるものと假廷のすじ ュュー ギニァ產查願目關係補遺事項を記*し 
たりムたのであるが、肝臀の本文は賴の目を拜めさうじもない 0 仍って予の手 
IT じ殘った初校校正刷並に原翻を賴！）に、補遺事項をも加筆して幸誌に褐おず 
ることになった a ニューギニァの動物は毎び吾々じは緣の遠いものとなったが 
(想へば權花一孰の夢であった）現在同葛に關係する外圃の動物擧者、醫學者ホ 
じ多かなも役に立っべきを信じが刷に附するのである 0 

I 犬を洋戰爭が始まってから何れは ニュー ぞニア產の サソリ を調べる機會がま） 
い と期待してなたが其の機會は先づ新が助こよら與へられた0を京科擧陈物 
館動物擧部新が太朗巧は喃巧18年1巧よ b 6巧まで西部ニュ-ギニァじ資源調證 
をなさわたが苦ぶ、探集して來た動物攘晶の中にサツリが幾頭かあって昭和18年 
目巧に一寸舜見した0手許の諸が獻じ徽ずるに、* 二 *："ギニァ產のサソリとして 

* 東亟產も颜:類脚繁類の調查（其の十心） 

A は a A ゆ 如 n が'' Vol. X,: Noe. 3/4 <19 が》 
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確聲なものは沉化界的の巧ホを持つ Isometrus europaeus, 同じく々ホの沉い 
Liocheles austraJasiae, をす U こも費溺イをの Liocheles caudicula, Lychas marmo- 
reus の 4 麵じ止まるやうである。昭采日19年になつて其等の標為を受領調遜す 
るを得たがニュ…ギニァ動物相隅明の-*巧に資したい考へから-本稿を草ずる0 
貴麗檢品を驟しずに調證の好機を與へられた新が助こ敬意を裘し、その採藥じ 
係る Liocheles caudicula はホだが名の無い趣類であるから、 H 本人で如;の穗 
類の標 r 强を嚴初に齋した人になるのであらう同巧:じ因みイニヒムクサ y 化 J 
呼ぶこと4こをめ同氏への謝意の-端じ したい。 

本稿は新が巧揀集西部ニュ-ギニァ產サソリの記載をま版とし、他に岡巧雙回 
'巧: 探 獲東部ニューギニァ產のもの、'棠軍馨殺集の二 A - プリテ ン島 ラバクルの も， 
の、記藥をも添〜、尙も覺活は一つも入手がぬが諸文獻じよら鑛な得たるニューず 
ニァ產脚鬚巧（サソリをドキ巧びカニふ シモ ド-中 の類) のことを附記して目他 
の便じ供したいと思ふ 0 

置ニューギニア楚サソリの槪觀 

婚和巧年 2 巧新村巧よ {) 受觸した標おは總ベて 12 を違で內容はホの如くでをるみ 
い何れも同巧:採樂.>0 

Xo .王 中へヤザザゾリ•字 17； ff . J 043 Waoboe 

No . 2 ニヒムラサソリ 窜 10. y . 1943 AVaoboe 

. rCo . 3 ヤへヤマそ、ソリ9 :り•ぶ.王9が を fa 打 okwari 

No . 4 ヤへヤマサソリ军化び巧體2 8. IV ,1943 Waoboe 

灰 0 . 5 ヤへヤマサジリ 9 18. I . 1943 Waoboe 

: N ， o . G ヤへかマサソ、） 9 10. I . 1943 ]\ Iano お waii 

攻 0 . 7 ニヒムブサ y リ ' 2 g 9 S . JV . 1ひ巧 Waoboe (お:の巧の1頭は 

觀に贺■•損し後艇部も滿狀器もむ失してゐるが本猶でをらクと聲へる） 

ニヒ•ムラサソジ 25 る & Y , 玉943 Waoboe 
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(グ4) 


Ko . 9 ニヒムラサソリ军 26. I . 1943 Waoboe ち下 

No . 10 ヒメ マ ダラサソリさ 3 .见. 19が Maiiokwari 

No . 11 ザダラか y ， リ 9 10. I .104*3 Manokwari 

式〇•王己 ヤへヤマサソリ 军 10. f . 19が Man 地 wari 

計 4 强 16 欄體（でへタマ S 頭、 ニヒ 'ムラ 6頭、 マダラ 1頭、 ヒメマタ•ラ 1頭） 
である。 

之等4趣のサゾリを原估民は裕另リ區别することなく同じ.名で呼んでゐミこと 
想ふ。新村•巧;の r ニューギニアにがける動愤よ名 J (南渾資料 No <2 說 194.3) じ 
はザ;が現地で謀集された： t 名としてはハブラグン Heboeragoere ( Kwatisore 村） 
ピリて了ティて Pirimaatia ( Jaoer 村）カビアダム Kabiatam ( Makimi が、 
Nappan 付）アリアズ Arianse ( Moor が）等を擧げてある 0 馬來名は杂ロジ，. 
ンケン Kalojiiiking であるとぃふ 0 4種は次の横索表によいヒ較的容易に識別 
するこ玄がが來る。 

A 胸板は前ホは3角形を成して狹まる 

B 滿狀器 恼數は10〜13が（多くは11 移:）… . ヒメ マ 炎 ラがソリ 

BB 揃狀器避數は巧〜玉9 あ： C 多くはが孜） . •..•マ ダラ サソリ 

AA 騎板は顯嘗な5巧お 

B 後腹部第3、第4節の货敬は端部に棘がある0赖狀器鶴敏な4〜8お（多 

くは6 枚）." . . ..... … ••ヤへヤ マサ ソリ 

BB 後膨部第3、第4節の背献ほ端漸こ'縣を具へなぃ。懒狀器齒數は6〜12枚 

(多くは8〜9救:） . •••ぃ-* .. ニヒムラサソリ 

な上の巧とメマダラサソリは恐らくニューギニアよらま記錄であらう〇愤二 A 一 
ギニア 產と稱する他のサソリじ Isometms variatus var. papuanus Thorell, 18 
8 夕（今巧 の Lydias imarmoreus papuanus (Thorell )X Isometrus papuensis 
Werner, 1916があら Kraepelin (1916,) は Lychas marmoreus marmoreus ( C . 
L. Kocli, 1845) もニューギニアじ產ずるとした 0 Werner の Isometrus papue 
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打 sis は原記載を％ることが巧來なくて其の眞相を知！）得ずどうも殘念である 
が、マダラサソリの1型に過ぎぬのではないかといふ氣がずる fc ) Tho 巧 U が上 
記の如くしたサソリはぴ Albertis が濛洲領ニュータニアの民〇ので採集した穗 
ロロロに基き設定されたので、出:の地はポートモレスビーよ M 稍々化西に當る1ル 
噢 Yule 島じをる 。 Kraepelin (1916) は Thorell 0 var . papuan がを Ly 沈 as 
papuanus として活を人れ新產地として Cape York 半島の Sommerset ， クイ 
ーンスランド娜の Brisbane を弊へた 0 輿じ Meise (1932) は papuanus をも 
marrnoreus の範曝じ屬するものと考へ Lychas marmoreus papuanus なる新組 
合の名稱を用.ひてむる〇而して巧は基靖穗 （maraioreiis marmoreus ) がニュ~^ 
ギ兰アに棲息することじ半信半疑の態度をとつてゐ覆やうである0仍つて予は. 
ニュー啤'ニアじは捻索表に褐けた4種の他に今1種のサソリがをら、其のもの 
の攀名は Lychas marmoreus papuanus ( Thorell ) である〔し marmoreus ( C . 
L . Koch ) の儘でも也:い〕といふことじしたい 0 だからニューギニア產のサソ•リ 
はみくも•弓種ある〇值し予自身は marhibreus 叉は marmoreus papimrms じ該 
當する標おを檢したこ.とがない0化島南部や大スンダ刻島に見る如き10穗もあ 
る大形® (打 eterometms 屬）は 二 。ー ギニアじをらず、前記5種は何れも中形义 
は小形で毒性も'警しくない0化の點は奉である0マダラサソリとヒメマダラサ 
ソリはキ3クトウサソリ科のキ a クトウサソリ亞科に屬し、ヤへヤマサソリと二 
ヒムラサソリはコダネサソリ利*のヤへヤマサソリ亞科に隸する 0 

I 薪，村を採襲4鍾の話载 

ネ 3 ク トウ サソリ（穂東を !! 寫）科 Buthidae E. Simon -(1879) 

標徽胸板は褚ど S 角形を巧し兩侧緣は並巧甘ず前ホじがて相寄る。例タトとし 
て Butheolus, Charmus 屬では前綾:が屢娘形で五角形を成す 0 觸鬚の等:は劇く 
なら橄を具へ途は具へない。指は細長である。側脈は各側3〜5個0壓々毒針の 
下ホに1棘がある0駱節ホ節基部じ巧ホ、がそ共に-裳棘を裝ふ〇其のものは外 
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側に屢々1箇の側副棘を持つ0第—3、第4兩步脚には屢々路駆を具へる0驗節端 
葉を見ない。化の科は Buthinae , Ananterinae , Centrurinae , Tityinae 0 4 盈科 
じかれ約煎〇穂を含むがニュ—ギニア產ば Buthinae のみである 0 
々が舊大壓では歐洲よらアジア‘じかけての舊づヒ區、東洋區、纔洲區、ェチォ 
ビア歐こ夫々多數の代表者があ!)、新大陸ではが米南部から中米、南米に驳ぶ〇 
觀類が多いだけに々布も廣沉である， 

キ 3 クトウサソリ班科 Buthinae ^ 区 raepelin (1899) 

禱徽懒狀器に姑:常に—觀鍾狀小ががあ！)、觸藏の動鍊枝のなじみる願粒性斜巧 
は蹟く蓮疊することなく副斜巧を伴ふこともない。第4ホ脚或は築3、第4兩 
步脚に附跑を具へる。大腮不動鋪おの下緣もこは2齒或は1齒を具へ又は查く齒 
を見ない6 

批の遥科には27屬200種な上あるが二 A - ギニア產は Isometms のみで患る 0 
マダラサソリ（斑を史易）屬 Isometrus Hemprich et Eh 化巧 her 各 (1828) 
麟敛 前腹部背板は最後のものを除き1條の中颗あるのみ；毒繫では毒針の下 
ホに--つの棘义は胞を具へる。大腮の不動鍊杖は下ホに1穗を裝ふ。觸鬚は指 
の巧ホ正中に沿ひ數條の顆鞋の列に裝はれる，其等の别は互に端部がずれて重 
靈せず.> 夫々の端部には小齒狀奕起が見られる0步牌の前雜餘は圓简がで疎に 
旦つす規則に毛を生じてゐる〇 

み布9種提あら南アジア、讓娜の產であるがすダラサソリの如くみホ廣沸に 
なつたのもある0 

模ま種 Isometms europae 媳 ( Linnaeus , 1758) 

玉 マダラ部ソリ 

Isometrus europaeus ( Linnaeus ) 

Scorpio enropaeus Linnaeus , 巧 st . Nat . ed ,10, p . 625 (1758) 
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王 sometrus eiiropaens Lon 打 berg, Ann. Nat- Hist., ser- 7, vol • ミ， p. 86 (1S07) 
標徴 な下は, ニ ュ- ブリテン鳥クバウル產$じ就いての記載である 0 色彩は 
ァルコール液浸標おじ基くが、比較的よ く原な を 保つてねる と想はれる0永く. 
淚浸狀態じあるとみ第に黃色から巧褐をに變るものである 0 を彩背面は黃色 
の地に黑褐色の斑紋參く郎腹部では塊則的に、觸縣及び织 W ではボ銳則.的に並 
ぶ。腺兩は觸鬚、步脚共淡黃を、後腹部のみ背厨と同をで、黑褐色不規則の斑 
絞が多い0憲藥も他の體部と同をで目立たない。-大臟.黃を。築1節は常巧下 
に隱れる0第2節は上下よ^ .誦酸され趨锁 K 、 黑褐もの網狀斑穀があら、其を. 
巧線は延びて鉤狀となら、同じく鈎缺で可動の第3節に對巧、し小錦を形成す、る。 
不動鎌枝は下ぶじ i 齒を裝ふ0觸黯基節はなかば大聰に隱される〇轉節は黑 
褐色の犬斑を有し腿節に近く-•大隐凹が見られる。腿節はほぐ趨故於で棱はが 
れも颗提の琐でもる。黃をの地に黑竭をの斑驚が多い0輕節お:煎節とほた等展 
ながら中み部一*薇大し過半は黑褐を斑談でおめられる 0 掌は基部黃をでル黑 
褐紋散をし端部は甚鑛をでを雜じ至るじ從ひ淡色に變る長鉤（不動鑛枝)とな 
る。第 S 節動鑛枝は不動雜おじ對巧し變ホで鍊狀を基する。硕鱗核は下掌よら 
も明かに長く對巧预じは6乃至7列じみ較ずる顆粒擦がある0巧か願摘に細毛を 
列を 0 堂型巧黃をで黑褐街强が多い 0 底邊と窩さと略々等長な梯形で觀經義 
多 、ず央を割ず夕鑛露がある0前緣ほ巧-おじ刹られる。側眼を!,こ3箇の小なる 
側贩が見られ、中販なじは左ち1對の中眼が化疆する 0 各小眼は黑褐をで光輝 
がある 0 前腹赏厨にはよく發達した7背板が見られる 0 黑褐色斑は中敵に•海 
ふものほぐ1詔を線を成し、其の側ちじ曲がある稍々太い黑條がを1本ある〇中 
央の1條とぶをの顽條との申間、背敕後緣上に名 ■! 箇の黑褐斑があ5、第7背 
板に至！)就れて不規則斑紋となる0背鞭は第1のもの嚴も短く V 爾後次第に長 
さを增し第'7背扳畔梯形を巧して屏つぼみとなる 0 .柄れの背;狡も顆粒に富み、 
第7货板を膝けば i 條の中献あるのみ0下厨では觸鬚基部の下ホに半巧狀の1雙 
の腮葉、其の巧ホに1雙めバナナ狀の第1步闕腮葉が見られ、其の下方芽が、祭 
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4 ホ脚の基節に狹まれて、や^お巧形に近き = 
角形の颗板が存す0共のてホ1雙のほザ半劇 
おの性扉は左を相接し何れも中央蓬む 0 之に 
接し衛じ缺い巧が卽ち辦2腹あ‘が見られ中線 
じ沿つた上竿は 深 レ、講で第 3 乃至躬 6 聪板は 
總ベて嚼满シ 、短 形で 淺 い!: ^縱 溝で 3 みせられ 
る觀がある 0 第 7 背被のみや、圆い梯形で幡 
廣く下ホは狹ま b 光澤に乏しく類粒に富む0 
懒狀器か緣部は縦の i 溝じよ！)2區域に化•切 
られ、多數の毛を主に上ホに列をせしめる0 
中間部は大小 9 部み程じだ:切られる。巧緣部 
は統鍾狀の小片を經てザが突起下ちじ巧ひ渝 
齒狀じ並列する0其の齒數はを側17〜19本で 
ある 0後腹背巧なび前麽のを長（卽ら綱長） 
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よら,も蕾しく長い0各節は後そのもの程細長い。蕃藥は上節よ b 觀れば'じ、臟形 
で銳い1鉤卽ち毒がをおす 0 をずる刺毛は少い。毒針は巧下がこ鐵曲し長さは 
襄部じあ戌ない0毒囊下圓ホ端に1鉤（筵刺）をおし蕾針じ對レてみる〇蓬鹽 
上面は黃をで黑褐色の斑紋す規則じをじ、下厨は巧黃色で殆ど斑絞を缺く〇 
俯れも同形で、後方のもの程長大、生ずる刺毛は先ぶのもの程數多く酣節內面の 
毛は赋掩狀、披節先う溢には2上爪と微小な1下/ Tv を附隨 させる 〇第3、第4兩歩 
脚の腔節と纖節の先端に2棘を其へる0 
測お 次表中初おのものボ記載に用ひた備體である0 


性 

體長 

背巧長 

前驢長 

後腹長 

觸鑛腿節長 

閑輕節長 

同掌長 

廣地： 

ろ 

4ん目 

4 

11 

29.5 

巧 

6•弓 

9 

ラバクル 

S 

— 

5 

11 

— 

9 

8.5 

12 

ク 

罕 

— 

ら 

19 

. 

6 

氏 0 

9 

ク 


二次,性徽 $は 1) 脈長じがて稍々络るもむ尾狀の後腹は狹長で I 區薛を遙か 

fc 凌駕し9で尾長の 1.4 智化なのに脈長の 2.3 倍位にもなる（老熟したものは鶴 
長 70 制こなると云ふ ）0 をはサソリの諸種中二次性徽の顯著な 1 例として擧者の 
壓々示ナ所であるお觸鬚は織細な 4) 掌は巧ど淸かである （9 は多少明膝な隆 
起織を有する ）0 

みホ ネ穗は船舶じよら東洋區ホ画からアジア•アフリカ•アメリカの熱帶， 

亟熱帶地ちじ鑛閔したもので、恐らく現在は熱帶 • 盛熱帶地をに殆ど饥世現的 
にみ布 してね る.をのと考へられる0歐测ではスペインの-^部に疑られる〇裏鐵ィ 
琉球*巧南洋に產し、见年ル笠原諸嵩で蕃殖するやうじなつた 0 南ホ諸地域で 
は印度。セイロン•-ビルマ•アンダマン，諸島.馬來半廣 • 肇南（福建省*海蘭 
島其の他）、比島*スマトラ*ジャワ • ボルホオ • モルッカ諸島 • 二 A —ギニア • 
ニューブリテン’濛洲（稀）其の他に弓ム布ずる0 


巧旌 

顺眞 

尾長 

觸鬚腿節長 

同陛節度 

厨掌甚 

巧 

巧•を 

36 

8 

8.5 

11 

9 

18.5 

26•目 

5.5 

7 

9 



けり） 

2じ乂マダミサソ y (姬斑を蜗 ）（ 競樵） 

Isometrus tormosus Pococ た 

Isometrus forniosus Pocock, 及が se Kiederl. 0,-Jnd. B みも p. 88, P]. 巧， 

, ィ figs. 3-3c (1893); Kraepelin, Mitt- Mus. Hamburg Bd. xiii, p.126 (1896 )； 

Kraepelin, Scorp. u» Pedip., Das Tierreich lief. 8, p, 67 (1899) 

< * 

始め糧のかから窥ひみた時はマダラサソリの ホ成熟のものでるらうと考へ 
たが、取！)出して調べるじ及び本穗であることが判つた。從來本邦の擊茗じ記 
載されなかつたもので、が名も無いから種を fomios 化れ)意を酌み上記の如く 
，定める〇德品はホ成熟のろ1頭き！)で科擧隙物解に返却する必要上、分解して 
精遊ずることは許さおない0な下の程度の記載で我懷せねばならぬ0本穗のを 
形圖は Pococ . k の原記に附隧する原を背厨圆のみであらうと思ふ。 

標徽 璧歷液浸の標おとがて觸蠢は黃をの地に黑褐をの斑紋があ b 、等4 
節固に於て著しい。背巧と前腹は黃褐をで同樣黑褐色鉛殺を具へ、背巧の中目寶 
なよ5前ホは槪し T 褐普〇ホ脚は觸鬚と阮調ながら斑紋は後者程目立たない0尾 
部は始めの3節は黃含で端部に2黑斑明臟〇他の3節は濃霜を。を堅;第2節は 
背駿じ稍々福き閣截狀で上面は黃をの地に黑褐色の綱固橫機があり、端部は銳 
齒を具へる鉤とな！)帷々同形の第3節と小錦を成ず。鑛齒狀の部をはホ色。 
蠻藝構造はマダラサソリに似てゐる〇各節細毛を粗お、黃をの地に黑褐色の 
斑紋を有するが腿節と輕節殊に後者にがて顯著である0掌,をび指部にも小黑褐 
斑を散が0輕 f 節は曠殻.も廣く內緣は鑛齒狀0藍を幅は僅かに長さじ優る前狱 
後廣の梯お狀〇 緣は稱々への字おじ劍られる0中脈なは•鑛著で黑を、其の前 

ホ中央は廣く褐を、又下ホ—も黑褐斑顯著である0正中の略凹は明臟〇粗顆粒を 
巧み，ら多數認める0中贩なげ側帳はマダラサソリと同樣〇煎整を背破の後緣 
(最後のものを餘く）は廣く黃を、それよろ前ホは灰褐を〇中献を閣み一團の褐 
を斑があ!)其の側ホ外緣じ近く黒を斑が目を惹く 〇何れも願極多く中歇を具へ、 
最後のらの、み中献は目立たず 代ら に2雙の側献が發達 0 胸板は稍々 H 询形〇 



( SI ) 


腹板は平满で黃をに線なられ後緣じのみ黒褐を小斑列を0尙背感のに似て-•廢 
簡素な/殺轉を斑を見る。始めの3破は殆ど平滯、ホの1破はか願輕ををじ、疑後 
のものは叟に平谐感乏しく -顯粒の31 鞭溝がある 0 鄉狀雜の踏は太く長いものを 
左を共本具〜る 0 衙敷は10〜王3本を巧樓し普遮は11本であるといふむ後廢 
巧‘前では始めの3節は同を 0 黃をの地に正中並びに鑛献じ沿ひ黑褐を斑があら、 
舞綠おく1對の繫斑が著しい 0 避らの3節は衣いに薦をを增し、第5節は寧ろ 
赤黑货0藏はマダラサソリに巧するが其の後端禮では小さいながら端棘とな 
!) 、第3、難;4節じて蕃しい 0 藉囊は略々趨轉じ想い。殆ど平婿。毛はまとして 
下-右じをずるが、みた3雙の授毛が目立つ〇倪彌觀はお體卵形、3條穂の顆粒, 
の献がある0端部は銳い毒計となるが么じ對巧して r 袋刺を超をせしめる。繁 
がはかな弓長く、共の先端は審遮の下ホの中献の切線（假に引いをとすれが) 

の延長ち凌駕する。裝刺は福跟されて幅轟く先端2吸してゐると肴傲してよい 0 
袋刺と幕計との賴碟域终劑の載をの嬌.よ？）も狹い〇步擲上廚は黃貪で黑褐綠 
があ!)、前弱節の基部2/5程は黑をじ染められる 0 下がは巧ど踞紋を缺く。何 
れも同形で後ホのもの程長大、刺毛と細毛とを混へ生 じ先-おのも の稷數多く，、 

鶴節巧厨の毛は厮 J 毛默 D 煎靡節の先端に酸距がある 0 
測を 

靑巧長 背甲幅 前赔長 前腹幅 後晦長 觸鬚長 

2 含 7 3 14 12 

二次性徽 予はホだ？を檢し得ないザ Kraepeli 打は!;次牲徽として:I)尾部 

は孚、では躯葬よら懂かに長く、るでは2倍長にまでなるぶ）鬻變は？でな卵形 
お膨れ側ホに强い銳戚様顆粒を具へ 6 でほ巧ど腳筒狀、殆ど献無くず潜である 
3) 體長孕で30耗な巧、をで40耗等の諸形贊を指踰してねる〇本倾體では辰 
の: L5 倍になつてをら、性靡は左右兩半が完封こ癒をしてゐない點からも未だ成 
長の餘地ある$と獄じて誤無きを信ずる 0 

みホ 本靈ほをくジヤヴの Buitenzorg 產15頭の標品に基き設をされたも風 



(公ぶ） 


がても中贩ぶよ？)前ずほ龐く題をじ塗ら潰される 0 前腹のを背槪の斑妓は中央 
じ笠角おを僵いて平腺名の「く」の字穗0斑紋が雨ホからをれを狹んでゐる感 
がある0艾鑛の指部にもル斑紋があつて、褐一をじ塗!)潰されてむないの踰狀 
器鹽數は 10 〜巧本（多くはが本）でマダラサソリよ！）みい 3 ) 毒囊に見る蕾針と 
裝刺との間隙は廣からず、袋刺は先が二叉してゐる等じよ b 藤則西難でない0 
2 ) の形質は最も便利な手懸らじなると想ふ0 
從來予はかソリの件部寄を蟲を見姐し得なかつたが本個體で帝めてそれに禮 
遇した0を第4ホ脚の艇節に澄をのダニが1頭證をしてねた0體長ん8耗、體蜡 
么55 おなでホ脚は 4 對 ある 0 何れ專巧家に調べて質ひ其の天籍を巧かじしたい 0 
コカ•ホサソリ（黃每を媽）科 Scorpio 打 idae Pocopk (1893) 

標徵 贼飯は兩側緣並巧か戴は殆ど並巧して‘ をら、 前ホで寄つてをらず五角 


で、其の後スマトラ西海痒地ホやシンガボ-ルにも產ずることが知られた〇二 
ュー ギニアじみ布することを考へるとジャツ，かを-ュ^ギニアじ至るホ小島較じ 
も產ナるものであらう f 雅測される。 

備考マダラか'ノリとは 1) 色彩を異にする0背巧から前腹じかけては灰褐色 
味强く礫けて見える0後膜韶後半はホ黑くなつて斑穀はぽやけてゐる〇背がじ 


祭りい圆 マダラサソリとヒメザダラサ 

ソ9の毒針なび袋刺を示ず。 

ぶはヒメマダラサソリ、をはマ 
ダラサソリ、共に左側预を示し 
ちを醉ず〇カメラルンダ馈用 

广^11し 




(公 3) 

形を成す〇侧臓は各側3箇〇掌は屢々婦避され擲睐あるは稀である0燃節ホ節 
は基部じがて外側にのみ欄節膜の中に棘がある 0 第 3 、第 4 兩步脚たは闕距は 
無い 0 臻針下ホには袋刺を見ない 0 

!祀の f 斗は Lispsominae , Urodacinae , Hemiscorpioninae , Scorpioninae , Ischn - 
urinae の 6 盛科にみれ約 1 弓 0 趣を見るがニュ-が篇ァ產は Isdi 打 m’inae だけで 
ぁる。 

みホ アフリカ、ブダずスカル、アラビア、メソポタミア、イランち6 ちに優 

勢で、更にが度から瑪巧諸島にも多いが滚測本 Jb じ到れば劣勢となる 0 中米に 
も產ナる 0 

¥へヤ マサソリ （八重山圣 : 蠕） 煎 科 Ischnurinae Kraepelin (1899) 

德徴 背甲は前ホに向つて分岐ずる縱溝を有する 0 第 1、 瑣 2 属節は下ホに 
2第の中歌を持つ 0 掌は扁く壓をされる 0 常に明赚な指厭がある。虽が節末節に 
劇い側葉が無いので、巧鱗•韻は爪葉と共に一つの直角複を作る D 毒褒はるも^ 

も巧綾である 0 

化の强科には 7 屬約说题あるが二 A— ギニァ產は Liocheles のみであ る。 

ヤへヤマサ ^ リ屬 Liocheles Sundevali '(18 お） 

鶴徵 側緣は 3 箇で背巧緣邊じ化替ずる。觸敎の輕節には大なる S 角狀の基 
結節がある P ホ旨の巧外面は巧ど直角におに傾き诚5はを傑、動銷妓は效にがて 
韻泣の 2 並行列を具〜る 0 耽隹 0 性扉は癒合してゐるが鍵合の類•がある。ホ脚の 
贾巧節ホ節は下方各側じ若ずの織細な刺毛（棘ではない）があら、短い棘狀小踐 
の正中列を缺く〇 

かが 郎度、、巧度ま那半轟、比 律賓、ミクロ.ホシァ、 馬來諸嵩、 二*— ギニ 

ァ 、ソロモン 群鳥、纔洲等!こ產 する 0 衆潍區あび滚洲區なかには 見ない 0 
模ま穗 Liocheles australasiae (Fabricius, 1775) 

处の屬じは幾つを穗類が設けられたが何れも影の薇いもので、巧かじ別種た 

るは次け1のヤへヤマサソリとニヒムラサソリ値である 0 



(夕 4) 


3 ヤへヤマサソ J | 

Liocheles australasiae ( F^bncius } 

Scorpio australasiae Fabricins, Syst. Ent., p • 前 9 (1775) 
liocheles australasiae, Simon, J, Asiat* Soc, お細 gal vo!. い i, p.1]3 (1887) 

撰徽 な下はニューブリテン葛ラバウル廬の觸（未だ老熟に 3 ミらぬ欄體）じ就 
ぃての記載で、を彩はアルコホル溃標おじ基ぃてある。を整货而は槪して暗 
褐を、觸鬚のみ褐を。背甲並びに前酸部は巧褐色で灰白をの關鎌礫が發達 [> て 
ゐる。後腹は暗褐を、講鑛のみ黃をで目ぶつ。聴厨は概して巧黃芭、步脚は淡 
褐色、觸鬚は褐を、前腹は灰褐を、後赔部は背厨と同を（秦囊も然! )）0 去嗯 
褐を〇第1錦は隱れて見えホ、筑2節は上下に扁き®!筒が黑褐をの不規則線條 
亂れ濟かで光澤があも、內緣は延びて鉤狀で可動の第3節と共に小錦を形成す 
る〇鎌を域す兩鉤は銳ぃ齒を列を、下画は佩!毛狀じ黃白をの毛を齋まする0 
觸鬚背蹄よも觀れば基節に織く轉節は凹む著しく顆粒夕く光澤がある〇とホ 
じ數本の長刺毛ををずる0離節は圆をに近く、內緣の鑛齒がを成ず願超條は黑 
をに染められ、外緣も颗锭の稷となる6表圃にはル顯粒を密がずる0輕節は更 
じ曠廣く*部は强く內ホに挟られ、其の部の移はへの字形となる0掌は厳も著し 
く手裝をほめたる如く、後掌の長さは背甲長を凌觀し、基部よら急に膨れて幅 
廣く外緣の願粒廢は柴を、端部は黑をの鉤とな b 尖端のみ淡を、船々同形の上 
錫校と共に封 i を成ず0鋪は後掌よらも明かに短く、勤が面は2條の並巧せる顯 
粒擦を成す0を節何れも頗る顆搔じ富み光澤あ!)、刺毛を粗をずる0後掌には 
個體によら胳々た中を黑褐をの縱燦が走る（ネ個證では不分明^：)を節何れも頗 
るル顆粒に富むも水平に扁壓がられて光澤があ？)、歷節ド願は扁をで點刻を密 
ホし願絳はなられなぃ〇 :皆甲褐をで不分明な網狀斑があ!)、顆粒を密布し光 
澤に富む0前狹後廣の四避形で中央を熱ずる縱鷄がるむ、後織に近く斜上じ走 
る1雙0鑛變がある0前葉は黑く緣取られ? 1 C ぃ'坎じ巧ホに别られる0前か隅に側 
脈ををしを3箇の小側脈がある0义縱溝の中央よ ！) 稍々上に中 [ K 斤-があ b 左ち 



{ 85 ) 


1 敎の中販が化置する0各小贩は夫々黑を〇菌膛肥えて装大である0背願に 
は7背板が見られる 0 第1、第; 2のものは福狹く灰褐哲（觸體じより爾餘のもの 
よ！)稍々濃く 褐色を里するのがある )、爾餘のものは幅廝く灰褐哲或げ巧褐色、 
鑛襲多く光澤に富む0嚴後のものは略々半閒形じつぼまる0何■かも中献も側敬 
も餘ら著しくない〇顯節膜良ぐ發達し灰白色を成して各甲板の閒に認められる0 
下面では第2步卿の下ホ第3、第4兩步脚の基節に狹まれて狂角形の臟板が猜え 
る。個體じよ！) Y 字狀の蓬みが中央よ ！) 稍々下ホに認められる。其の下ホの性 
扉は爾半は縱溝を隔て^る右癒合し、查麗は長精翻形となる〇碟37指^6腹 
が:は鱗べて幅廣い短形で灰竭色或ひは淡巧褐色、淺い么縱溝で3みせられる觀 
がある0第7膨蛟のみ外緣圆く半®形を成して終る0各腹彼は點刻を密布し光 
澤がある 0 織が器か緣部は1おむ甲がでか數の刺毛をを じてむる 0 中關部は 
3部じみれる0巧綠部よらをずるず狀突起は镜く太圓筒狀で數も少い（本觸體 
では左を名 *6 本である。4〜 S 齒の範曠を出でぬものと信ずる ）0 塗鼠長さが 
躯幹.く顺部）じ遙かじをばぬ0急に細まつて前腹と-對谭著しく尾といふ感が鑛 
い0を節觀粒多く長刺毛を列をする。第3、第4兩背板には微小な端棘が認めら 
れ、第3のものは曆明驗である0下間は第1、第2節では亞中に消ひ、*短棘の 
2並巧列があら第2節にがて蕃しく各轉は前ホに眞直に巧ふ9第5節にも小！！ 
の列があつてを棘は後ホに眞直に向ふ 0 毒囊は上商は福平で狮毛を生ぜず、下 
ホは20本種の刺毛を具へ巧下ホに鉤曲ずる銳い義針のみ赤褐を〇審針は長さ遙 
かに毒囊じぶがず、宜つ對向する袋刺ををじない。步脚上厨は黃褐をで肉眼 
では認められぬ程度の不規則な褐色斑紋ををずる0何れも同形で後ホのもの程 
大。膝錦は長さ腿節じあばぬが幅は廣い〇築も築4歩脚の輕飾を雜じ棘無く、 
前雜翰のを端內ホに1棘を具へる0雜節ホ端には大形な2上爪と小さい1下ぶ 
とを附隨させる0 
測を 

性 體長背巧長霄甲曠前腹長後腹長大腮長藍 節 震^義長^ 

夕 が） 5 5 14 11 一 4 5 9 
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? な 35 

5 

呂•弓 

(:腹部長 SO) 

ク 

(觸疆畏 17) 

第1 
ホ蜘長 

繁2 
ホ願畏 

猜3 
ホ脚眞 

鑽4 
ホ跡長 
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二次性徽をでは 1) 前腹短小で肥大せず 2) 觸鬚の指に帷凹と膨出が見られ 

み性扉はぶを兩半明瞭に區劃され、’癒合して長糟圆夥じならない0ろは9じ 
it しでみい0 

かが 臺灣^蔚願峻にも）、蔬球、两南洋其の他 IndoMalaya 巧ぴ Austro- 
Malaya 地ホに孤がナる 縫中、 華南、ビルマ、テナセリム、馬巧半寫、化律 
賓、摇來諸島、ュ A — ギニア、 二み—ブ リテパソ》モン群嵩、北才ーストラリ 
ア、タヒチ:'〇 

4二 b ムラサ y リ(新稱) 

Liocheles caudicula ( L . Koch ) 

Jschnuriis caudicula L. に o 純， Verb, Ges. Wien, voL 又 v も p. 237 <1877) 
Hormuriis caudicula, Thorell, Atti Soc. ItaL, vol. xix, p. 249 (3879) 

辟下は二。ーギニア產成雄に就-き記載する0色彩は液浸標品に基く 6を彩 
背面は前種よらも著しく-漂棘が强い(特に觸鬚 ) 0 稍々赤味ある黑を〇 Kraepelin 
(189 則は「大抵瑶褐乃至黑を。稀に明舍」と'記した。ホ脚あび毒囊は褐をで暗 
く媒けてゐる（他の i 成雜では明をで他の體部との對照が可成^目覺ましい)。 
腹^'は頭瞩薇、前駿部、步脚は淡をで黃褐乃至褐を。ホ腮第1節は灰鴻を 
なるも靜甲了に隱れ、第3節は上下に長く稍、扁蠢圆簡狀で光蠻があら、'褐色 
の地に熏獨をの網' 园 f をする0よ緣ホ褐 包となら 巧緣は - V を二叉し、を々は更 
に二叉する鉤となつて止ホに挺お、第3節ほ同じく鹽狀突起ある鉤とな b 、 第 
2節鉤狀部に對巧してル娜を形咸する0銳狀部は典に赤褐色で裏厨には黨白を 

な產地を異にずる他の夕につき測る。 



(が） 


.の毛を顾戍狀じ密生する〇觸霉ダ台ど黑を〇基節は背甲下に歷されるも巧がこ 
.云お形を成して趣的し、長刺毛をみ鑛おじてねる0轉證は顆粒に當み、端部諭 
>の所は廣く則られて上下2段に較れた感がある010本な巧の馴毛を生ずる0, 
腿節は角注に近く願粒頗る多く、內外兩線は颠粒の刊じ裝なれる〇刺を:を粗を 
ずる こと前節に'同じ。腔節は骼々同大で巧ホに向ひ、1颖诚;瘤趣を生ずる。掌は 

著レく‘ザきく上下に扁壓される0 
帮粒を密ホしでみ趨なる2縱歡が 
ある0刺毛と細毛とを粗生せしめ 
る 。止聞は曾搜をで光輝るる鉤狀 
突お卽ち指部となる 0 . 第6節は同 
じく鉤狀で前者に對向して鋪とな 
る 0 .双に當る部をは2條の賴粒列 
を裝ふ〇 3では指部に顯著な二次 
柱徵が示され、不動鈍校では基部 
じ近く深い1缺刻を有し、動鈍枝では同じく著しい缺剔を經て觀狀の駿巧があ 
ら、之が顧指を合せた時不動鋪巧の缺刻部に略々收まるやうもこなつてゐる〇を 
れから先は尋常0赏甲全面颗粒に實み或る部分は針でつ A いたやう0尤澤を 
缺く〇前綠は下ちじ劍られる0正中に縱溝がある0眼を其の他は前麵同樣0 
前腹各觀何れも光澤無ぐ中献は蕃しくない 0 隘厨では胸板は狂角おで殆んど 
全画針でつ心いたやう 0 光澤があら後ホお中は溝となる 0 與の下ホ徑扉はを半 
擲おで、癒をがず別々じ漸く （5 のみ ）0 構狱器か緣部は眞珠樣ル體を隔て！:お 
く短い猶を列をさがる0其の數は6〜11投で、多くは3ああるといふ。本備體 
は左お—)が枚である0腹部は辕後のものを除けば查语 T 針でつ、いた如くである 
が苹满で光澤がある0最後の1がのみ正中に沿ひ2縱献があ?)、をれよら下ホは 
光澤を失ふ〇造整まじ下ホに少•數の刺毛を生ずる 0 下ホはすみ明な銳敵を見 
るのみ0第1、第2節では献上に、第5節では献と關係無く装での鈍い結節が 
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あるが觀して平潛と S へる0上面は前ホの缺刻とお中の溝警しく、ル顆鞋が參 
い 0 1 がみはすをも弓で端棘はをく見られない 0 鬻囊は上面觀は舌•狱、側蘭は..トーの 
平坦な卵形，毒針は赤褐色で短く鎮部の幡に及ばない D 下ち殊に前方-じみ數の 
刺毛を見る 0 達蹲何れも同形で後ホのもの釋大〇を節に刺毛を僅數をずるが、 
ホホ程其の數を增す。前蹤節の端鄙に近く關節膜上に1贿距を生ずる 0 麟節ホ 
墻の 2 上爪あび 1 下爪はヤへヤマサソリじ同じ0 

測を 


性 

體長 

背甲長 

背巧幅 

前腹襄 

後腹畏 

觸毅長 

大腮長 

鑽1 
ホ脚裳 

をを 

43 

7 

7.5 

16 

20. 

31 

— 

14 

S 浆ぷ 

43 

7‘5 

另 

16,5 

19 

32.5 

巧 

— 

孕 

— 

6,5 

7 

18 

一 

27.5 

一 

一 

9 

30,5 

6 

6 

14.5 

15 

23 

4 

— 

9 

46 

7.5 

8 

20.5 

18 

27 

一 

一 

夕 

33 

5 

目ぶ 

15 

13 

20 

— 

— 


葬ぶ 第3 第4 

渉脚長 が脚長 ‘が脚長 

15 ]7 19 


二次性徵 9はり觸鬚の指部は平凡で蹈凹も膨照も無い 2) 性扉は兩半は正 

中の 堯をなて隔てられるも癒をし別々じ動かないみ前腹長は後腹長を凌ぎろ 
よ b も長く、髓つて驢長稍々大である等じよら識別せられる0 
みホ 旣知產地は比律賓、センベス、モルッカ諸幕、ニュ-ギニア 、 Waigeu 島 

( 二 *— ギニアの厲島)、 ソロモ ン譜島、證洲等で攘洲系サソリの1例であ る。二 
* ーギ•ニアじは稀ならグる種類と考へ•られる0ボルネオに も 產ナるといふ0 

をぶ記載に用ひを個疆 ぶ然圃をせる個體 . 




け 9) 

備考 本穗はヤへャマサソリじよく似たものであるが次の諸點で婦別され 
る Q 

1) 後腹部第3、第4節の背板上の献は端部に棘を巧へなぃ 

2) 後腹部第1、第2錄は下ホは平潛、あつてもみ數對の結節位のもの 
が後腹部第う•節は游ど平滑で小鹽ををじなぃ 

4) 觸劈尴節下ホは平滞でなぃ 

5) 背中•や腹部も平潛でなくかくも一部には顆粒がある 
6 y 揃狀器齒數は6〜12が:でを〜9移:のものが多ぃ 

7) 體は90浑な內、掌は15おな巧 

6は便利な手繼いこなる0髓もヤへヤマサソリよ b 大きぃし、全:體黑味の强ぃ 
こと、其の他背廚のを彩も葉異にならう 0 Horrauru 3 insc 邸 tus Thorell ， Isch - 
nur 口 s Karschii iveysedm も Hormurus weberi i ) ocock，riormurus sarasmi Kra - 
epelin , Hormurus papuanus Kraepelin , Hormurus boholiensis Kraepelin 等は 
何れも本趣と同穗で强ひてみけるなら曲趣として生きる程度のものであると满 
へる0 

IT ま 熟ニユーギニアの サツ y 

寡：!ヒ帝國大擧醫擧部の段灰蹄巧農日巧はマラリア調奄の爲、 ニ ューダニァの瘡 
痛の她じ半歲を過し、時々空爆の危險じ曝されつ、昭和 1 S 年初冬元氣で巧她じ 
戾られた〇其の間を種の動物の據樂にも力め、特に予0爲じサツリを採藥、12 
巧20 日 寄贈せられたのは感謝に堪 へなぃ0其 等は おれ も マ ダラサソリで、 嫁 集 
巧日など次の通らである0 4は8鶴程の幼體7頭を擔うてねた曲で、其等 も 一 
諸に保存してあつた0 

1 S 15. Y . 1943 ウ王ワタ （東部 ニューギニア） 植木鉢下 闊围農日採 

ぶ ろ 19. I . m 3 ウェワク 外入 家屋 巧 ク 

3 交 28.1. 1943 カイリル島（ウ击ワク西化の小觸） ク 

4 9 も巧.19が ウでワク 室巧机の中木南巧欽营採 
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何れもホだ老熟じ至らぬ個厳である0测をを次に揭げる0 



性 

背巧長 

腹部長 

腹部喊 

觸毅 

腿疵長 

同 

尴節長 

同擧長 

觀狀器 

が數 

1 

ろ 

4.5 

104-28 

5 

6 

7.5 

10 

左化ホ18 

〇 

る 

4 

11.5 + 26 

5 

5.5 

巧 

9 

左がホが損 

夕 

6 

5.5 

11十が 

5.5 

5 

6-5 

9 

巧損 

4 

夕 

5 

11.5-1-23 

6 

4 

6 

9 

左18ホ:17 




y ラ 
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JI の 

サソ 

V 



昭が19年2巧14日加藤光次郎陣±の御な慈によら、某軍醫が ニュ- プリテン鳥 
の首都クバウルで探築したサソリ標晶1罐を拜借調證ずるを得た 0 同憐壬に深 
く御禮申し上げる0其等は4個體で調齋の結果は次の如 < である。 


性背甲長背甲幅前腹長後腹長 mI 自同掌長 yi 
玉ャへャマサソ巧罕 6 6 14 11 4 另 9 左6 あ 6 

2 マダラサツリ ろ 4 一 11 29.5 6 6.5 9 左18ホ巧 


3 ク.ろ 5 — 11 ' 9 8一5.12 

壬 ク 军 5 — 19 一 669 


2は佳良な穂おで頭胸部、.前腰部、觸鑛、.ホ脚などの腹厨は何れも鮮黃をな 


のが目を惹く 〇 3は後腹部が失はれてゐた〇—度乾礫してしまつたらしぐ懒狀 
論は干からびてはつもら數へられぬがどちらもが叔:位:はある。4もをくない標 
な、乾おだつたかと想ほれる0踰狀器踏數は左を共17枚らしい0 


巧ニユーギニア産脚鬚目 

脚鬚目 （サ ソリモト •キ 類）は新が巧も闕巧巧も1頭も採集して來られなかつ 
たが、が產種が無いわけでなぐ權寶なものは6種ある0サソリモト•ネ科 Thely- 
pharxidae では Abaliella rohdei (Kraepelin, 1897) を產し Abaliella (モンナシ 
サソヴモト， ネ邊） は二 A — ギをア、ビスマルク 群島、 ソロモン群 鳥、 サモア 蘇 
島などの地域からのみ知られる サ ソリモドネである 0 他城から移入されてむつ 
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きじなったのじ ThGlyphonus mahilanus C . L . Koch , 1843 がある 0 化の鍾は 
擧をの示す如く化島原產でもる 0 Thelyphomis leucurus Poco 沈，1898はニュ 
—ギニアぶびソロモン猜嵩じ產する 0 ヤイトムシ科 S 沈 izomidae では Trithy - 
reus modestus Hausen , 1905 が見っかってむるだけであるが （ J 比の穗は.ユュー 
ギニプと'ニ ュ<» プリテンの產）縣來錦密な採集が巧はれ、ばもっと他種が記錄 
されるじ違ひない 0 ウデムシ种 Tarantulidae では南も‘諸地域に々がの洗い々 
ムシモドキ Charon gray ! ( Gervais , 1844)〔 Thorell が 188 S 年命をの Charon 
papuanus といふのは本種の異を）の他に Sarax saravakensis ( Thorell , 188 S ) 
が知られる 0 種あはボルホホのずラックに因んでむて、ニューギニアのみならず 
ビスマルク群息、ボルネオじ產する0 

W 結 語 

を願国も脚鬚目も所產®類がみいので C 將來もっと發見されるであらうがん 
特にみホ論をものずる程のこと もない。 たた二 A —ぞ二 r の從來の動物地理擧, 
b の位績が、サソリやサソリモドキを對象としても、些かもぐらっかないこと 
だけは事寶である0本稿はニューギニアあびニューブリテのサソリを取撒つ 
た本邦最初の义獻たることじ夕みの意義を認められるであらう0南ホ諸嫌域に 
がけるサソリの善に關しては旣に別稿ミちに說いたし、を画をれじ格別の附言を 
要せぬのである。本稿申の諸種の記載は單じ標徽の指示に止まらず、かソリ類 
の外形觀察の際の手引として役立っかも知れぬ 0 

高島春雄じよる東萌塵を:蜗類脚鬚類の調お成績一戴 

其り一 疏球列廣產を緻目 Biogeographica vol. iii, no. 3, pp. 273-285, 4 だが. （194 

1 ) 

む葬常に遲れてみのやうな形式で巧贩きれを 0 

南そ謙地域の燃槪說‘科學技術諭丈猪6生物擧•屬學 PP. 3- 巧，1 fig. (1947) 
尙本瀉よりずっと後に縷めたものながら本稿に魅けて印刷されをみの1篇も併せ參 
照せられるやう希望する。 

泉頭地域にがける全擲目 Acta Arachnol. Vol X, Nos» 3 /4 (194S) 



(夕 2) 

其の 二 0本産を顯旨ぶ卿毅目 Acta Arachnologica vol. viii, nos.1/ も pp. 5-30; 6 

figs. (1943) 

其の S 回本の鑛赞類見蟲館報 no •の， r>p. 1-7, 6 figs. (1941) 

其の四 目本 藍空微目な脚鑽目知見補邀 Acta Arachnologica vol. vi, no. 3, pD. 87- 

98, 7 figs, (mi) 

巧の五： 東 盛 產を颇類脚潑類の誦査（其の 五 ） Acta Arachnologica vol.v も no, 1 ， 

pp- 24450, 2 む咨 s.(1942) 

其の六 チぅ.グロサソリとカネグロサソリ Acta Araclinologica 、，〇 1.vii, nos. 3/ も的 ). 
124-128, 2 だ客ん (1942) 

其りセ 山西智產全蜡目 Acta Arachnologica vo] • 又 . iios, 3/4, pp- 112-116 (1 幻が） 

其の八 頓縷記 Acta Arachnologica vol, がも化、•も pp. 58-65. 7 figs. (1943) 

其の 九 ジャワのサソリモドネ植物な動物 vol.xi, no. 12, pp. 957.958 (1943) 
、其の十 黄方諸地識の蛾槪說お學技術諭文集 6 座物學-驟學 PP. 3-15, 1 fig. (1947) 

其の 十ー ニューギニア 產查縣 目 Acta Arachnologica voL x, nos. 3/4, pp. 72 - 犯 , 

4 figs. (1948) 

其の十ニ ブーダンビル島藻脚潑目動物擧雜誌 vol. I が， nos. 9/10, pp. 10-13(1945) 

其の十 S 白 本をび其のお 傍產騎 1毅旨 Acta Arachnologica v 油て， nos. 3/4, pp. 93- 

108, 6 figs. (1948) 

がめ十 ® ニューギニアぶびシャム產の媽據集よ飼育 voL viii, no. 2, pp. が & が， 

1 むみ (1946) 

其の十 お 極東曠 Acta Arachnologica vo]. i も nos. 1/2, pp, 51-53 (1944) 

其の 十六 東 盛地域に がける 圣蜗目 乂 eta Arachnologica vol.ix, xjps. 3/4, pp. 68406 

(1945) 

其の 十 も 荫ホ諸地域にがける脚鑽目槪認 Acta Arachnologica vol x, 打 o も1/2, 的 ) • 

3纪50 (1947) 

あの十八 舊 g 本産媽目目錄本誌み號に褐お豫定 



